









































































































































のユダヤ人のこと）と呼ばれていた。イスラム教下のスペインでは ユダヤ人は何んら強制も束縛もな にくらしていたが、イベリア半島（ヨーロッパ南西部―スペイン・ポルトガルを包括する半島） 北部でキリスト教勢力がもとの力をもちはじめたとき、事情は急変した。イスラム教におとらずユダヤ教も敵視されるようになっ からである。
スペインの支配下でなかったころのポルトガルは、ユダヤの移住民にとって避難所であったが、一四九八年ポルトガルとスペインが縁組をする




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 エジプトのカイロに移住し、サルタン 侍医 なる。倫理、数学、医学、法律、神学などを著わした。ヘブライ語の著述としては
M
ishneh T
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e kerk huurgraf 1（（, w
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ebensgeschichte Spinoza ’s in quellenschriften, urkunden und 
nichtam
tlichen nachrichten...V
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iography of Spinoza (1（（（), Ｗ・Ｇ・ファン・デル・タックの
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ractatus theologico-politicus etc. 一六七〇年にハンブルクの
 H
enricum


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『哲学雑誌』 （第三三巻・第三七二号、大正７・２）に、 「スピノザ哲学に於ける認識問題（完） 」 （出
　
隆）がのっている。論者によると、神は





















1（センチ）を刊行した。 『スピノザ哲学体系（エチカ） 』 （岩波書店、大正７・４）がそれ
































































































































































































































































































































































































































































































































スピノーザに於ける思惟 位置 高坂正顕……一二七スピノザに於ける国家的倫理性 クラウス……一六九スピノザに於ける人間と国家…… 三木
　
清……一九七



























































































































































































を有するも を編んで一書としたものである（ 「序」 ） 。このなかに「危機 哲学とスピノザ及びロック」と題する章節が入っている。
著者によると、スピノザの無宇宙論と結合する観念論的思想は、中世思想に抵抗して新機運をひらこうとしたものという。スピノザは気分態度


































































































て平易な読物ではなく、中味もむずかし 。著者によると、スピノザが 前、没後において 無知と狂信とにより、
〝死せる犬〟として迫害され、















































































































































































































































































































































































































































































リ ア ン・ ル ー カ ス。A.Wolf の The 

















































































レインスブルフにいたときに、 「短論文」 「知性改善論」についでまとめた第三作 あた









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「スピノザの哲学」 （ 『哲学改造』第一一号、昭和 ・８）
畠中尚志























































































































































































































































































































































































































































































































































































































〟（論）とは、宇宙は神が創造したものであると主張する説であるが、 「有神哲学」 （小崎弘道） （ 『哲学会雑誌』第八号所収、明治
（0・
９）にみられる小記事は、ルナン（一八二三～九二 フランス 思想家・宗教史家）が、スピノザ生誕二百年祭にさいして、ハーグでおこなっ演述（一八七七年二月十二日）の内容を紹介 たものである。ルナンは、スピノザはひじょうの敬神家であったと う、シュライエルマハー（一七六八～一八三四、ドイツのプロテスタ ト神学者）のスピノザ評を引用している。
第二期（明治二十年ころから同三十年ごろまで）……わが国に「哲学会」というものが創立されたのは、明治十七年（一八八四）一月であり、












おいてスピノザに言及し、最大級の賛辞をよせ 明治四十年（一九○七）にはスピノザを講義するとき、毎時間『エティカ』や手紙の抜粋を洋型紙三、四枚ずつもってきて、授業がおわると、それを学生の机のうえに置いていった（藤原正「先生の思出」 『思想ケーベル先生追悼号』所収、岩波書店 大正
1（・８） 。
さらに明治三十年代には、三宅雄二郎が哲学館（現・東洋大学）において、スピノザの略伝とその哲学体系について講じている。また明治四十二年（一九○九）九月に東京帝国大学 入学し、ケーベルからスピノザやハルトマ （一八四二～一九○六、ドイツの哲学者）の









雑誌記事としては、 『国民之友』 『日本人』 『学林』 『
文学評論
志からみ草紙』 『城南評論』 『教育時論』 『反省会雑誌』 『文学界』 『天則』 『同志社文学』


































































































『岩波叢書』………………大正四年～六年（一九一五～一六）にかけて十二冊刊行。『宗教研究』…… 大正五年（一九一六）発刊。『思潮』………… 大正六、七 七～ 八）発刊。『思想』 （岩波書店）……大正十年（一九二一）創刊。『講座』 （大村書店）……大正十二年（一九二三）創刊、大正十五年（一九二六）廃刊。
大正期にはおもな哲学の専門書が七、八十点、訳書（カント、リッケルト ケルケゴール、ニィーチェ、ベルグソン、デューイ、オイケン）だ
けでも四、五十点刊行されている。ほかに哲学辞典として
































































































心をもってこれ 対すべきであろうと しか 、その不完全さが学術書として許容できぬものであるとき、またその訳がじゅうぶんな学的理解のうえに立ってなさ た仕事であるかど かについて疑問が生じたとき、これをそのまゝ看過すことは、学問にたいして忠実な所以でないという。
畠中は斎藤訳の第一巻に収めてある「神・人間及び人間の幸福に関する短論文」を検討した。なぜなら、この翻訳がとりわけずさんに見えたこ














































































































































れわれの研究は、とても西洋 研究者のもの たち打ちできるものでなく、ただ れらの後塵を拝し、かれらの研究に沈酔
00
しているだけのものか












（３）金子筑水「明治大正の哲学」 （ 『太陽』第三三巻・第八号所収、昭和２・６）（４）注（１）の一二七頁。（５）稲毛金七著『哲学教科書』 （大同館蔵版、大正
1（・４） 、四○三頁。
（６） 「哲学会史料」 （ 『哲学雑誌』第五七四号 昭和９・
1（） 、一二五五頁。
















as introduced to Japan. T
hough he is a 
m
inor thinker in this country, he w
ill attract m
any adherents and fans hereafter.
T




he short life of S
pinoza　
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he list of Japanese 






















yūshu Island, in the 3rd year of the B
unroku (i.e. 1（（4). T




piled by this S
panish 
Jesuit as their textbook. T
hough Japanese C
hristians cam
e in touch w
ith W
estern ideas through Jesuit activities and books on C
hristianity, the 
new
ly started philosophical education broke dow
n due to the ban of C








ent in the E












e scholars of W
estern science show
ed their keen interest in learning W










18（8), a bureaucratic scholar, w
ho first taught S
pinoza's brief life and philosophy to his students at his private school in 

















1（0（), a bureaucratic scholar, w
as also a pioneer w











伝, i.e. a brief sketch of m















niversity graduate ’s S
ociety) in 1883.
A
ctually both of them
 did not study S
pinoza from
 the original texts but from
 the W
estern history of philosophy. A












oza, copying out som























as published by the E
ditorial O





as the Japanese tranalation of “H












ent, an outline of his philosophy, as w
ell as his m
orals in detail.






























 188（ to 1（0（, the philisophical w
orld in Japan developed rem
arkably thanks to the foundation of the P
hilosophical S
ociety as w












an and his philosophy w
ere introduced to the 
general public through different m
agazines and technical books. T


































as called “the C
entury of P
hilosophy ”, w
hich presented a grand view
 of philosophy in Japan. N
ot only the new









as established but m
any technical m
agazines, books, and Japanese translations w
ere published. O
ur 








ay of studying philosophy in Japan w
as founded on 
W
estern scholars. Instead of follow
ing suit, the Japanese scholars began to analyze and expound original texts.
In M
arch 1（18, fifty years after S
pinoza w
as introduced to Japan by N
ishi A
m


































 gained ground. A
s the num
ber of students m
ajoring in philosophy at different universities increased m




anchurian Incident (1（31) and the S
ino-Japanese W
ar (1（3（) caused by the m
ilitaristic governm
ent plunged Japan into a 





ut in the 1（30s, som
e technical books on S
pinoza w
ere published and his m
ajor w
orks (（ vols) w
















ugust 1（th, 1（4（, the P
acific W
ar ended w
ith Japan ’s unconditional surrender. A
fter the w






 increased in pow
er. T
he study of S
pinoza proceeded slow





















ociety of Japan) w
as organized to prom
ote and activate the study of S




ell across the nation.
S
uch classical philosophers as K
ant, H
egel, S
pinoza, and the left-w
ing thinkers becam
e popular am
ong the young as w




hanks are due to the S
pinoza H
ouse in R
ijnsburg, the library of R
ijksuniversiteit in L
eyden, and the C
ity A
rchives in D
en H
aag, H
olland.
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niv, T
okyo, Japan
